シラバス(教員公募・本審査用)
	科目名
	英語学習方法論
	担当教員
	沖大　太郎

	講義概要
	書店の語学コーナーには、溢れんばかりの英語学習書が並んでいます。どれも効果がありそうに見えますが、どれが自分にあっているか迷ってしまうことが多いかと思います。本講義では、現在どんな英語習得法/学習法があるのかを紹介し、受講者がそれぞれを体験しながら自分にあった英語力アップ方法を発見することを目的とします。音読学習、シャドーウィング、英文多読、瞬間英作文、ベラベラ英語、パックン英検から映画、洋楽、インターネットを利用した学習法まで幅広く紹介します。英語を勉強したいという意欲はあるけど、どうしたらよいかわからない人に英語学習法のトレンドを紹介して、体験してもらいます。

	授業計画
	第1回：日本における英語学習法の変遷
第2回：第二言語習得研究（SLA）からの知見
第3回：発音学習法
第4回：音読法、ディクテーション、シャドーイング、リピーティングなど
第5回：映画、ドラマを用いた学習法
第6回：語彙学習法１（パックン英検、Picture Dictionary、語源など
第7回：語彙学習法２（語呂合わせ、スピード記憶など）
第8回：語句学習法（イディオム、コロケーション学習法など）
第9回：定型表現学習法（べらべら英語、名言・ことわざを利用した学習法など）
第10回：英文法勉強法（ネイティブスピーカーの英文法シリーズなど）
第11回：発信する英語学習法（英語で日本を紹介する方法）
第12回：特定分野に特化した学習法１（スポーツ、料理、新聞、雑誌などの英語）
第13回：特定分野に特化した学習法２（ジョーク、なぞなぞの英語）
第14回：PCを利用した学習法（英語漬けシリーズ、英語道場シリーズなど）
第15回：受講者による各学習法の体験報告

	授業形態
	毎回プリントを配布し、さまざま英語学習法を実際に体験する。授業のはじめには、前回やった内容についてのクイズが行われる。また、学習者は各自で英語学習書を一冊選び、学習記録を付けながら学習し、学期末にその書籍についての長所、短所などを発表し、レポートにして提出する。

	達成目標
	数多くある英語学習法を客観的に分析し、その長所・短所を指摘することができるようになる。そして、どのような学習方法が自分にふさわしいかを発見できるようになる。

	評価方法
	定期試験(30%)、小テスト(20%)、レポート＆発表(50%)で評価する。

	教科書・参考書
	教科書：なし。毎回プリントを使用する。

参考書：沖大次郎『英語の本、その研究』（おーきなわ出版）
沖大三郎『英語の12の誤解：1ダース』（真沖縄丸出版社）

沖大五郎丸『学習の科学と外国語とは何か』（沖波新書）


　

